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第 2 章および第 3 章では本研究で用いられた高速疲れ試験機について述べている口高速疲れの研究
においてはまず安定な試験装置の開発が必要である。この研究においては繰返し速度 10 kcfs 以上の
疲れ試験機として，磁わい振動子を用いた共振式引張圧縮の超高速疲れ試験機を用いる乙ととし，最
高 100 kcfs の繰返し速度で疲れ試験のできる試験装置を開発製作している。 50 kcfs および 100 kcfs 用
の試験機には最近開発されたフェライト磁わい振動子を用いて良い結果を得ている。また繰返し速度
J,._,3 kcfs 用の疲れ試験機として，共振式の電磁形引張圧縮高速疲れ試験機を開発製作している。さら


























第 7 章は軟鋼について第 6 章で提唱された仮説によって，降伏おくれから疲れ限度の繰返し速度依
存性のみならず， 11見度依存性をも同時に表わす式を導いている。これによって任意侃度，任意繰返し
速度における疲れ限度の値を推定し，繰返し速度 1 ，800 c/s, 1ll[;l 度 -700C の疲れ試験を行ない，上記の
理論による推定結果が実験結果と一致する乙とを確かめ，第 6 章で提日目した仮説が温度依存性に関し
でも成立し，この面からも支持されることを示している D
第 8 章は結論で，以上の結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
この論文は，金属材料の疲れ強さの繰返し速度依存性について，新しい試験装置を開発し，また冷
却水による腐食の問題を解決して，従来よりー桁高い繰返し速度に至る広い速度領域にわたり信頼し
得る結果を得ており，従来問題となっていた疲れ強さの極大点の存在しないことをも明らかにしてい
る。さらにこれらと衝撃圧縮試験における高速変形特性との関連を調べ，とくに軟鋼の場合について
降伏おくれ現象との聞に定量的な関係を導き，これを拡張して温度依存性との関連性にも言及してい
る。
以上の研究成果は金属材料の疲れに関する基礎的研究の進歩に大いに貢献するとともに，実用上の
意義も大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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